


東洋文庫

◆あわせてご利用ください

＊ミュージアムショップ
「マルコ・ポーロ」
(10:00 ～ 20:00)
＊レストラン
「オリエント･カフェ」
(11:30 ～ 21:30)
       

交通案内 : 
駒込駅（JR山手線南口、東京メトロ南北線 2番出口）
徒歩 8分
千石駅（都営地下鉄三田線A4番出口）徒歩７分

〒113-0021 東京都文京区本駒込 2-28-21
TEL：03-3942-0280                     
http://www.toyo-bunko.or.jp/museum/ 

①マルコ・ポーロ『東方見聞録』1485年　
②重要文化財『ジョン・セーリスの航海日記』1617年　※日英交流 400周年記念 特別公開　
③ブラウ『アジア図』1635年
④ミラー『万里の長城』1782年
⑤「有翼人物像」（スタイン『中央アジア踏査記』1933年）
⑥ガルニエ『インドシナ探検行』1873年
⑦オイレンブルク調査団『日本・中国・シャムの風景』1860-63 年

東洋文庫は「東洋学」（アジア・アフリカの多様な社会と文化を理解するための学問）に関する資料

を約100万点所蔵しています。そのうち３割はヨーロッパの言語で書かれた、いわゆる「洋書」です。

「東洋」文庫なのに西洋？と思われるかもしれませんが、これらのコレクションは、東洋学が西洋と

の交渉を抜きには成り立たない学問であることを示しています。前近代、こうした東洋の諸地域に関

する記録を残したのは、西洋からやってきた商人や探検家、キリスト教の宣教師たちでした。その先

駆者として有名なのが、マルコ・ポーロです。

本展では、マルコ・ポーロと『東方見聞録』の世界に憧れたヨーロッパの探検家、東洋学者たちが足

跡を記した陸と海とのシルクロードをたどりながら、道中に点在する世界遺産と名所の数々をご紹介

いたします。壮大な時空をめぐる本の旅（シルクロード編）をお楽しみください。

また、本展は学習院大学・永青文庫・東洋文庫の３館が『東洋学の歩んだ道』というメインテーマを

共有して開催する、連動展示の一つにあたります。それぞれに異なる個性を持つ3館の展示をとおし

て、歴史のなかで日本が、そして世界がアジアへと注いだ眼差しを感じていただければ幸いです。

◆記念シンポジウム（学習院大学・永青文庫・東洋文庫共催）
日時：10月 19日（土）　14時～ 17時（予定）
場所：学習院創立百周年記念会館

◆公開講座（東洋文庫主催）
・10月 26日（土）　 
高田時雄（京都大学人文科学研究所教授）
「求法僧の西域行記とそのヨーロッパ語訳―人々を敦煌へ
誘った書物たち」
・10月 27日（日）
石澤良昭（上智大学特任教授）
「アンコール・ワットと『富貴真臘』　―アンコール王朝の
繁栄とパクス・アンコール（アンコールの平和）」
・11月 30日（土）
森本一夫（東京大学東洋文化研究所准教授）
・日時未定
エリザベス・ペリー（ハーバード燕京研究所長）
根占献一（学習院女子大学）

※詳細はホームページにてお知らせいたします

国宝『文選集注』公開
中国の優れた詩文を集めて編集した『文選』は、前近代の中国では「科挙」（高級官僚の採用試験）
受験生の必読書でした。東洋文庫が所蔵する国宝は、平安時代に書き写されたものです。
※巻替えを随時いたしますが、会期を通してご覧いただけます
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